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研究研修会等参加報告書 

 

研究研修会参加の結果について、次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 研究研修会名  関西若手議員の会主催 

「どうなってんねん選挙！？主権者としての情報リテラシーとは？」 

（１）講演 

講師 西田 亮介 様 

（日本大学危機管理学部／大学院危機管理学研究科教授） 

（東京科学大学リベラルアーツ研究教育院特任教授） 

（政策・メディア博士） 

（２）参加型パネルトーク 

   山下 真 様（奈良県知事）、 

西田亮介教授、若手議員、参加者の事前意見 

          （３）グループでの対話タイム（若手議員、参加者） 

 

２ 期    間  令和７年５月１７日（土）午後２時～午後４時３０分 

          （１）午後２時５分～午後３時１５分 

          （２）午後３時３０分～午後４時００分 

          （３）午後４時～午後４時３０分 

 

３ 場    所  奈良県コンベンションセンター会議室 204 

            （奈良県奈良市三条大路一丁目 691-1） 

 

４ 参加者氏名  佐 藤 雄 一 

 

５ 参 加 目 的   今年行われた石巻市長選挙の投票率は３６．９１％で前回（２０２

１年）を１４．５７ポイント下回り、２００５年の新市発足後の最低



を更新、市議会議員補欠選挙の投票率も３６．９０％だった。政治家

は有権者に政策などを知っていただき、見比べていただき、投票率を

上げる工夫が必要である一方で、昨今の選挙では二馬力選挙や SNSに

よる情報の氾濫など、主権者として投票するにあたり、何が真実なの

か、その公正さを見極めるのが困難になってきている一面もある。主

権者として、被選挙権、選挙権があるが、どちらにせよこうした課題

にも向き合う必要がある。全国若手議員の会・関西ブロック（関西若

手議員の会）では、主権者としてのリテラシーを養うべく事業を開催

するという情報をいただいた。本市でも本年４月に市長選挙、市議会

議員補欠選挙があり、７月には参議院議員選挙、10 月には宮城県知

事選挙が控えている。兵庫県知事選挙の件では、有権者から地元議員

に、何が本当なのかわからないといった問い合わせが相次いだと聞

く。奈良県知事も参加するという今回の事業に参加し、主権者として

のリテラシーについて理解を深め、今後の施策の参考としたいこと

から、本研修を受講する。 

 

６ 研究研修会の概要  

全国若手議員の会・関西ブロック（関西若手議員の会）主催の研修会 

で、今回は「どうなってんねん選挙！？主権者としての情報リテラシ 

ーとは？」というタイトルで、専門家をお招きした研修を午後２時か 

ら開催。福知山市議会議員である小松遼太会長の挨拶の後、前半は、 

この混沌とした状況を ReHacQ（リハック）で鋭い考察をみせる新鋭 

の政治学者西田亮介教授を招き、今の時代に合ったお話を伺い、後半 

ではその混乱の渦中にいる若手の議員、西田亮介教授、山下真奈良県 

知事を交え、参加型のパネルトーク、午後４時からは５～６人程度の 

グループを作り、グループでの対話タイムとした。私のグループには、 

若手議員３名の他、関西の大学生が２名参加した。 

午後４時に閉会となった。 

 

 

 

 

 

７ 参 加 経 費  ３１，１１０円 

           






